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｢書｣の音が賭博などに負ける意の ｢輸｣に通じて縁起が悪いとされて ｢通勝｣という｡ 毎年,
年の暮に店頭に並び,翌年一年間の生活指針の役割を果たす,華人社会のベストセラー,ない














と差し換えられる短命のものもある｡ 通書は (小論のテーマである 『玉匝記』も同様に), この恒
常と変化という二つの性格によってそのアイデンティティを保ち今日まで存立し得てきたので
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てよい｡ 多様な情報や占法が入り乱れているが, 基本的な骨組は冒頭の ｢××年春牛図｣～
｢天官賜福｣ と捧尾の ｢××年通書｣であって,その他は付録と考えてよい｡ このような見方
に立てば,通書の構造それ自体はこの五十余年間,基本的には何も変わっていないと云えるの
である｡ その ｢付録｣にしても,『東宝楼』のものは 『守経堂』に比べて圧倒的に増加 してい







































人 文 学 報
にすぎない｡私は今のところ,いわゆる通書は以下の四タイプに整理しうるのではないかと考
えている15)｡
(1) 暦書タイプ｡ カレンダー様になっていて,各日付毎にその日にしてよい事 (宜), よ



















(3) 『玉匝記』系統のもの｡ 本稿で取り上げる通書である｡ これもカレンダー様ではなく
(2) のような事項別の揮吉書であるが,次章以下で考察するように成立の過程が独得


























されている24)｡ 『官商便覧』のごとき,｢官 (倭)｣と ｢商 (蛋)｣を対象とするものもこ
の系統の中に入れたい25)｡




る26)｡前者には, 卜居 (住居の選定),摂生 (健康法),治農 (穀物の栽培法)などとともに,
選揮 (日の吉凶)の章もある｡私は本章で ｢通書｣の成立史を考察しているわけではな



























































この (1)は,のちの清刊本 『玉匝記32)』に ｢三元五臓聖誕日期｣として収載される33)｡近










許真君が人民救済のために著したこの ｢玉匝記｣は,姑蘇の道友 ･保守真が最近さる ｢異人｣
から手に入れたものだが,これを一人占めにするのは勿体ないと考え,出版して世間に広める





























ている ｢玄玄通人｣の抜 (明の弘治元年 (1488))の中に,道教の ｢皇極玉記｣なるものと仏教
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改めて続道蔵本の (1)～ (4)の全体と近世の 『玉匝記』とを比較対照してみると,大ま
かな印象として前者の九割方が後者に継承されているように思える｡ しかも,後者の巻頭を前
者の四篇が飾っていることも併せ考えれば (ただし,順序は (2)(3)(1)),近世の 『玉匝記』
は,続道蔵の四篇から成る ｢諸神聖誕目玉匝記等集｣を祖本として成立したと考えて大過ない
のではなかろうか｡近世の 『玉匝記』を基準にして振り返った場合,この続道蔵編集の段階で






中に 『玉匝記』は姿を現している37)｡ しかし,それらに登場する 『玉匝記』はどういう系統の
テキストであったのか,それを割り出すには余りに資料が断片的すぎるのである｡
今までに管見に留まった最も古い刊本は,本稿中にしばしば言及 してきた,乾隆五三年
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見出される｡ たとえば,『雲笈七畿』巻三七,斎戒の部所収の ｢月十斎｣なる一文には,一カ
月の中,諸神が降下する日が指定されていて (たとえば,｢一日,北斗下る｣),斎戒はその日にす











































































































































人 文 学 報
上国 (首里王府へ行く)之時求之 松枝氏嘗宗｣｡
玉匝記通書広集 (八重山･竹原家文書) 刊本,上下二巻｡康照甲子王相序｡福省 芸文堂











ママ お ふ だ


































































































































坂出祥伸 ｢明代 『日用類書』医学門について｣(関西大学 『文学論集』四七一三,1998年)｡

















『山林経済』 については,拙著 『風水 中国人のトポス』で少し言及したことがある (305貢以
下)0
27) 前掲スミス著 ｢参考文献｣参照｡中国人としては,科学史 ･天文学史からのアプローチのよう
であるが,スミス氏も評価する黄-農民の一連の業績が重要である｡氏の論文 ｢揮日の争いと
『康熊暦獄』｣には伊東貴之氏による邦訳がある (『中国-社会と文化』第六号)｡
28) 前掲小川陽一 『日用類書による明清小説の研究』｢烏鶴南に飛ぶ- 三国志演義の鵜鳴信仰｣
(平河出版社 『道教と宗教文化』所収)等に若干言及がある｡啓蒙的な紹介としては,可児弘明
｢暦のなかの魅魅魅鹿- 通書の世界｣(岩波書店 『図書』1985年6月号)がある｡
29) 清刊本 『玉匝記』の ｢三元五臓聖誕日期｣((1)の ｢諸神聖誕令節目期｣の後身)には,｢孔
子聖誕｣が記入されている｡
30) この ｢五臓日｣と道教暦との関係については後述する (注41)も参照)｡
31)｢十帝閣君聖誕｣に続く ｢-丹景山警戒｣の六字の意味不明｡
32) ここで云う清刊本とは以下を指している｡乾隆五三年 (1788),姑蘇大雅堂刊本｡内閣文庫蔵｡
33) そこでは ｢十帝閣君-｣は ｢十殿閣君聖誕日期｣として別立てになっている｡
34) これら三元日は,すでに続道蔵本 ｢諸神聖誕令節目期｣に見えている｡
35) 私が見たのは,台湾刊 『大義福禄寿暦書』(1994年版),同 『皇家運民暦日記』(1997年版)等
である｡












『雲笈七載』巻三七引 ｢八道秘言｣,同巻三七 ｢陰陽雑斎日｣等｡なお,｢道徳膿｣ は続道蔵本
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｢諸神聖誕-｣では ｢七月初十日｣になっているが,清刊本 『玉匝記』や上記の道典の ｢七月七
日｣に従うべきであろう｡
42) 元初の成立とされる 『修真十書』雑著捷径巻二五所収｡道蔵芸文版7-5564貢｡
43) 文宣王孔子の降生の日は三月三日になっている (清刊 『玉匝記』では十一月四日)｡




46) 退蔵所収 『北帝七元紫庭誕生秘訣』 (芸文版54-43752貢)とほぼ同文｡本経は六朝期の成立
と推定されている(『道蔵提要』)｡
47) 近世の年刊の通書の巻末には当該年の暦 (具注暦)が付いているが,その ｢列聖神旦目期｣の
欄に,神々の ｢旦目｣(生誕日) ととも ｢下降｣の日が指示されている (たとえば 『守経堂』
1943年版)｡なお,清刊 『玉匝記』巻一,｢看男女値年星辰属命之図｣の続きに置かれている星
神の図にも,九星の降下に際しての肥り方が書かれている (『玉匝記』のテキストによっては,
これを ｢九曜星君下界日期｣と名づけているものもある｡ここで云う ｢九星 (曜)｣とは,太陽,
太陰,木星,火星,土星,金星,水星,羅眠,計都である)｡
48) ここで云う ｢九星｣は次の九っの星｡妖星,或 (-惑)星,禾刀,繋貢,直星, 卜木,角巳,
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特検霊宝之秘,用申占L筆之仙,為吉為凶,開巻而降示了了--｣｡
59) 合山究 ｢明清の文人とオカルト趣味｣(荒井健編 『中華文人の生活』,平凡社,1994年)参照｡
60) 前掲注28)所引小川書44貢,同小川論文502-503頁参照｡
(補注)国立国会図書館蔵,光緒十七年石印版 ｢諸神聖誕目玉匝記｣(外題)は,内題に ｢増補諸家
選択万全玉匝記｣とあり,さらに刊行者劉誠印の抜文中に ｢此書原板存在京都白雲観中｣とある
から,白雲観に展示されていたものもおそらくこの系統のものであろう｡なお,内藤記念くすり
博物館大同薬宝文庫所蔵の江戸写本 ｢徴瑞堂増補諸家選択万全玉匝記｣もこの系統のテキストで
ある｡
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